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第第３３章章 新新ししいい価価値値をを創創造造すするる「「地地域域連連携携ププロロググララムム」」のの開開発発 
 
  ⅠⅠ  「「奈奈良良北北おおううちち DDEEササイイエエンンスス」」  
  

１１  仮仮説説  

  探究活動の成果の発表・普及の一環として、地域課題の解決に向けた地域連携により、「総総

合合的的なな判判断断力力・・表表現現力力」および「新新ししいい価価値値をを創創造造すするる力力」を育成することができる。 

 

２２  目目的的  

  小学生向けの「奈良北おうち DEサイエンス」では、相手の年齢や立場に応じた分かりやす

い説明及び表現が求められる。また、「奈良北おうち DEサイエンス実験会」では、ＳＮＳの

普及等により低下しがちな「読みとる力」と「伝える力」を生徒が身に付けることができ、

「総総合合的的なな判判断断力力・・表表現現力力」の向上が期待される。また、小学生に実験内容を分かりやすく

伝えるためには、生徒自身が実験を深く理解する必要がある。理解を深めるために自己の学

習を振り返りながら学びに向かうことで、日々の学習が日常生活で活用できることに気付き、

「新新ししいい価価値値をを創創造造すするる力力」を育成することを目的とする。 

 

３３ 方方法法 

「総総合合的的なな判判断断力力・・表表現現力力」および「新新ししいい価価値値をを創創造造すするる力力」を育成するために生徒に

小学生向けの実験コンテンツを考えさせ、ＧＩＧＡスクール構想を活用して家でもできる実

験コンテンツを作成しＷｅｂで配信する他、テキストを生駒市内の小学校に配布する。さら

に、実験コンテンツをもとにした実験会を校内で開催し、生徒が講師となり、小学生に実験

の説明をする。実験会には小学生の保護者も付添で来校するため、子どもには分かりやすく、

大人には原理を説明するなど工夫が求められ、既存の知識や技能を整理し、新しい知識とし

て構築する必要がある。また、科学的知見に立って論理的に考え、わかりやすく他者に説明

する表現力を身に付けるとともに、科科学学のの楽楽ししささのの共共有有や自己肯定感の向上につなげる。 

  

４４      内内容容  

 数理情報科の第１学年と第２学年の生徒が、夏期休業中に「小学生が家庭でできる科学実験」を考え、

実験コンテンツを作成した。生徒が作成した全てのコンテンツを文化祭で展示して投票を行い、上位と

なった中から選抜したものを実験テキストとしてまとめた。これまでの実験テキストの中から、５つの

実験「葉脈でしおりを作ろう！」、「魚が浮いたり、沈んだり！」、「バスボムを作ろう！」、「ろ紙

でお花を咲かせましょう！」、及び「セロハンテープで作るステンドグラス」を「奈良北おうち DE

サイエンス実験会」で実施した。運営の主体はＳＳＨ委員や生徒会役員が担い、理科教員と理数教育

推進部教員はこれを補助して地域の小学生に実験会を行った。 

 

表 １年間の流れと評価方法 

 活動内容 期待される効果 評価方法 

夏
期
休
業 

・小学生向けに家庭でできる科学実験を

考え、実験テキストを作成する。 

・科学に対する興味・関心の高ま

り 

・既存の知識・技能の再構築によ

る新しい価値の創造 

・生徒(数理情報科)

のアンケート結

果の分析 

 

２
学
期 

・生徒が作成した全ての実験テキストを

文化祭で展示して投票を行い、投票で

上位となった実験テキストの中から選

抜したものを実験集としてまとめる。 

・これまでの実験集の中から５つの実験

を選び、地域の小学生を対象とし、生

徒を主体とした実験会を行う。 

・科学的知見に立って論理的に考

え、わかりやすく他者に説明す

る表現力の向上 

・科学の楽しさの共有や自己肯定

感の向上 

・科学に対する興味・関心の高ま

り 

・生徒(SSH 委員)の

アンケート結果

の分析 

・参加児童のアンケ

ート結果の分析 

 

「おうち DEサイエンス実験会」の詳細については以下の通りである。 

(a)日 時 令和５年７月 31日（月） 

(b)実施場所 本校各実験室 

(c)参 加 者 幼稚園児１名、小学生 29名 
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  ⅡⅡ  ＬＬＡＡＳＳ探探究究  
  

１１  仮仮説説  

奈良県が抱える地域課題を解決する探究活動を目標とする。また、ＳＤＧｓの 17の目標と

の関連性を見いだすことで、国際社会の中で活躍する主体性を育成できる。 

  

２２  講講座座のの目目的的  

奈良県の地域課題を発見しその課題を解決するための探究活動を通して、奈良県について

より深く知り、地域への愛着を高める。 

 

３３ 方方法法 

ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）、Ｖ－ＲＥＳＡＳ等からオープンデータを収集し、客観的なデ

ータ分析を行う。必要に応じてアンケートやインタビューを用いる。 

  

４４      内内容容    

(1) １学期 

生徒をグループに分け、ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）等のデータベースを使用し、奈良県

と修学旅行先（北陸）との地域とを比較した。奈良県の特徴や奈良県で活かせる他県の取組などにつ

いて調べた。 

(2) ２学期 

生駒市のＳＤＧｓの取組に関する講演を聞くこと等を通じて、ＳＤＧｓと自分たちの身近な課題と

の関連性について考えを深めた。解決したい奈良県の地域課題をグループごとに設定し、アンケート

やインタビュー等の手法を用いながら探究活動を進めた。 

(3) ３学期 

これまでの探究活動の１年間のまとめとして、クラス内発表会を実施した。その後各ク

ラス代表を集め、普通科文型（１～５組）合同発表会を行い、文型代表を決定した。「スーパーサ

イエンスハイスクール探究活動研究発表会」において文型代表グループは口頭発表、それ以外のクラ

ス代表グループはポスター発表を実施した。 

 

５５ 検検証証  

(1) 生徒の反応 

奈良県の地域課題の解決に向け各グループで課題を設定し、グループ内で意見交換や役

割分担を行い、協働しながら探究活動を進めた。学年当初は生徒から、どう進めていけば

よいのか分からない等の戸惑いも見られたが、探究活動が進む中で「もっと知りたい、深

めていきたい」という意欲が少しずつ向上し、自主的かつ積極的に取り組めるようになっ

てきた。 

(2) 得られた成果 

１年生で学んだデータ分析を活かし、すぐに結論が出せない課題に忍耐強く取り組み、

問題解決能力を向上することができた。限られた時間の中、多くの生徒が主体性をもって

探究活動に取り組むことができ、各グループの発表も見応えがあるものになった。 

 

６６  課課題題  

実施初年度ということで、年度当初からの見通しを持った指導を充分に行うことができず、

課題設定から探究活動までの時間配分に修正が必要である。また、探究活動の進め方や、発

表の指導等について担当者間で打ち合わせを充分に行い、より共通理解を深めた上で４月当

初より各クラス足並みを揃えた指導を実施できていれば、より良い探究活動ができたのでは

ないかと考える。次年度は学年内に理数教育推進部を核とした探究活動を主導するチームを

組織し、そのチームを中心に年間計画を立て、全ての生徒が探究活動に主体的に取り組める

指導ができるように教員間で共通認識をもって取り組んでいきたい。 
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徒は小学生もできる実験を考え、分かりやすいコンテンツを作成する過程を通して、理科・

数学に対する興味を再燃し、これらを学習以外の目的で応用する経験をした。その結果、年

度当初の４月と１月を比較して、このような高止まりをした要因の１つになっているのでは

ないかと考えられた。質問５は「新しい価値を創造する力」、質問 11及び 12は「総合的な

判断力・表現力」にそれぞれ関連する項目である。どの項目に関しても全体では肯定的回答

が減少しており、その中で数理情報科の生徒は高止まりしたことは数理情報科の生徒が取り

組んだ「おうち DEサイエンス」がこれらの「科学的探究力」の育成に有効である可能性を示

唆している。

 

((bb))生生徒徒((ＳＳＳＳＨＨ委委員員))ののアアンンケケーートト結結果果のの分分析析 

おうち DEサイエンス実験会の運営主体であるＳＳＨ委員(第１学年 18名、第２学年 18名)

を対象として事後アンケートを行い、「総合的な判断力・表現力」および「新しい価値を創

造する力」が向上したかどうかを考察する。アンケート項目で「とてもそう思う」及び「ど

ちらかといえばそう思う」と回答した場合を肯定的回答と見なし、その割合を比較して分析

を行う。

[質問項目]

質問１ 自然科学を学ぶことは好きか

質問２ 今回、行事の運営に関わったことで、自然科学に関する興味や関心が高まったか

質問３ 観察や実験を行うことは好きか

質問４ 今回、行事の運営に関わったことで、観察や実験に対する興味や関心が高まったか

質問５ 今回の行事の運営に関わった経験は、将来を考えるときに役に立つ(参考にできる)

と思うか

質問６ 今回の行事の運営に関わった経験を今後の学習活動に結びつけ、発展させようと思

うか

質問７ 将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思うか

事後アンケートで 75％以上の肯定的な回答が

見られた項目は質問３－81％、質問４－78％、質

問５－81％、質問６－75％の４項目であった（右

図）。おうち DEサイエンス実験会の運営経験が観

察や実験への興味を高め、今後の学習活動や将来

を考えるときに役立てようという意欲の向上につ

ながった可能性が考えられた。経験を通して培わ

れた「読みとる力」と「伝える力」は「総総合合的的なな

判判断断力力・・表表現現力力」の向上につながる。生徒自身が

実験を説明するために深く理解し、理解を深めるた

めに自己の学習を振り返りながら学びに向かうことで、日々の学習を日常生活で活用しよう

とする「新新ししいい価価値値をを創創造造すするる力力」につながる。「おうち DEサイエンス実験会」の取組はこ

れらの育成に有効であると考えられた。

 

((cc))参参加加児児童童ののアアンンケケーートト結結果果のの分分析析 

参加児童(幼稚園児１名、小学生 29名)を対象として事後アンケートを行い、おうち DEサ

イエンス実験会を運営した生徒の「科学の楽しさの共有」に関連した参加児童の科学に対す

る興味・関心が高まったかどうかを考察する。アンケート項目で「はい」と回答した場合を

肯定的回答と見なし、その割合を比較して分析を行う。

[質問項目]

質問１ 動物・虫を見たり、育てたりすることは好きか

質問２ 実験は好きか

質問３ 理科は好きか

質問４ 理科は生活の中で役に立つと思うか

質問５ 算数は好きか

質問６ 算数は生活の中で役に立つと思うか

質問７ 今日の実験は楽しかったか

質問８ 実験がもっと好きになったか
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文化祭での実験テキスト展示の様子 「葉脈でしおりを作ろう！」の説明の様子

「魚が浮いたり、沈んだり！」の実験の様子 「バスボムを作ろう！」の説明の様子

「ろ紙でお花を咲かせましょう！」の説明の様子 「セロテープで作るステンドグラス」の実験の様子

５５ 検検証証

((aa))生生徒徒((数数理理情情報報科科))ののアアンンケケーートト結結果果のの分分析析 

年度当初の４月と１月に本校の第１学年と第２学年の生徒(以後全体と表記)679 名を対象

としてアンケートを行い、意識の変化を調査した（P50参照）。このうち、おうち DEサイエ

ンス実験コンテンツを作成した数理情報科の生徒

は 159名であり、全体の結果と比較することによ

り、「総合的な判断力・表現力」および「新しい

価値を創造する力」が向上したかどうかを考察す

る。質問項目で「とてもそう思う」及び「どちら

かといえばそう思う」と回答した場合を肯定的回

答と見なし、その割合を比較して分析を行う。

質問５「理科や数学を学ぶことは好き」、質問 11

「理科や数学で学習したことは、将来社会に出た

ときに役に立つ」、質問 12「理科や数学は、日常

生活に役に立つ」、の３つの項目に着目した（右

図）。これらの項目では、数理情報科の生徒の割

合が年度当初の４月と１月で高止まりしたのに対

して全体では６～９％低下した。数理情報科の生

－ 24 －



- 25 -

徒は小学生もできる実験を考え、分かりやすいコンテンツを作成する過程を通して、理科・

数学に対する興味を再燃し、これらを学習以外の目的で応用する経験をした。その結果、年

度当初の４月と１月を比較して、このような高止まりをした要因の１つになっているのでは

ないかと考えられた。質問５は「新しい価値を創造する力」、質問 11及び 12は「総合的な

判断力・表現力」にそれぞれ関連する項目である。どの項目に関しても全体では肯定的回答

が減少しており、その中で数理情報科の生徒は高止まりしたことは数理情報科の生徒が取り

組んだ「おうち DEサイエンス」がこれらの「科学的探究力」の育成に有効である可能性を示

唆している。

 

((bb))生生徒徒((ＳＳＳＳＨＨ委委員員))ののアアンンケケーートト結結果果のの分分析析 

おうち DEサイエンス実験会の運営主体であるＳＳＨ委員(第１学年 18名、第２学年 18名)

を対象として事後アンケートを行い、「総合的な判断力・表現力」および「新しい価値を創

造する力」が向上したかどうかを考察する。アンケート項目で「とてもそう思う」及び「ど

ちらかといえばそう思う」と回答した場合を肯定的回答と見なし、その割合を比較して分析

を行う。

[質問項目]

質問１ 自然科学を学ぶことは好きか

質問２ 今回、行事の運営に関わったことで、自然科学に関する興味や関心が高まったか

質問３ 観察や実験を行うことは好きか

質問４ 今回、行事の運営に関わったことで、観察や実験に対する興味や関心が高まったか

質問５ 今回の行事の運営に関わった経験は、将来を考えるときに役に立つ(参考にできる)

と思うか

質問６ 今回の行事の運営に関わった経験を今後の学習活動に結びつけ、発展させようと思

うか

質問７ 将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思うか

事後アンケートで 75％以上の肯定的な回答が

見られた項目は質問３－81％、質問４－78％、質

問５－81％、質問６－75％の４項目であった（右

図）。おうち DEサイエンス実験会の運営経験が観

察や実験への興味を高め、今後の学習活動や将来

を考えるときに役立てようという意欲の向上につ

ながった可能性が考えられた。経験を通して培わ

れた「読みとる力」と「伝える力」は「総総合合的的なな

判判断断力力・・表表現現力力」の向上につながる。生徒自身が

実験を説明するために深く理解し、理解を深めるた

めに自己の学習を振り返りながら学びに向かうことで、日々の学習を日常生活で活用しよう

とする「新新ししいい価価値値をを創創造造すするる力力」につながる。「おうち DEサイエンス実験会」の取組はこ

れらの育成に有効であると考えられた。

 

((cc))参参加加児児童童ののアアンンケケーートト結結果果のの分分析析 

参加児童(幼稚園児１名、小学生 29名)を対象として事後アンケートを行い、おうち DEサ

イエンス実験会を運営した生徒の「科学の楽しさの共有」に関連した参加児童の科学に対す

る興味・関心が高まったかどうかを考察する。アンケート項目で「はい」と回答した場合を

肯定的回答と見なし、その割合を比較して分析を行う。

[質問項目]

質問１ 動物・虫を見たり、育てたりすることは好きか

質問２ 実験は好きか

質問３ 理科は好きか

質問４ 理科は生活の中で役に立つと思うか

質問５ 算数は好きか

質問６ 算数は生活の中で役に立つと思うか

質問７ 今日の実験は楽しかったか

質問８ 実験がもっと好きになったか

- 24 -

文化祭での実験テキスト展示の様子 「葉脈でしおりを作ろう！」の説明の様子

「魚が浮いたり、沈んだり！」の実験の様子 「バスボムを作ろう！」の説明の様子

「ろ紙でお花を咲かせましょう！」の説明の様子 「セロテープで作るステンドグラス」の実験の様子

５５ 検検証証

((aa))生生徒徒((数数理理情情報報科科))ののアアンンケケーートト結結果果のの分分析析 

年度当初の４月と１月に本校の第１学年と第２学年の生徒(以後全体と表記)679 名を対象

としてアンケートを行い、意識の変化を調査した（P50参照）。このうち、おうち DEサイエ

ンス実験コンテンツを作成した数理情報科の生徒

は 159名であり、全体の結果と比較することによ

り、「総合的な判断力・表現力」および「新しい

価値を創造する力」が向上したかどうかを考察す

る。質問項目で「とてもそう思う」及び「どちら

かといえばそう思う」と回答した場合を肯定的回
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サイエンスカフェでは、清栄薬品株式会社取締役の清水幸子様を講師に迎え、「ものづ

くりへのこだわり」をテーマに、生駒市の特産品を活用したクラフトコーラの研究・開発

について講演していただいた。 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

          

５５ 検検証証  

   地域から参加した小・中学生や保護者へのアンケートでは、感想として、「めったにで

きない体験ができてよかった」、「生徒の皆さんが優しく教えてくれた」、「思いやりの

あるよい学校だと感じた」といった回答がみられた。このことから、地域住民と科学の楽

しさを共有しながら、コミュニケーションを深めることができたと考えられる。 

また、参加した生徒へのアンケートの中の質問として、気をつけてとりくんだことや気

がついたことを自由に記述する設問を設定して、効果を検証した。回答として、「小さい

子に危険がないように実験を進めることを心がけた」、「わかりやすい言葉で子どもたち

に実験の内容を説明することを意識した」、「来てくれた子の年齢や性格を見ながら、そ

れぞれに合わせた言葉で説明をした」等の回答がみられた。このことから、わかりやすく

他者に伝える表現力を身につけ、参加者と科学の楽しさを共有することができたと考えら

れる。また、感想を自由に記述する設問では、「小さい子からお礼を言われ、疲労感が吹

き飛んだ」、「忙しかったが、やりがいがあって楽しかった」といった回答のほか、他の

生徒の知識量や子どもとのかかわりを認め合うような回答や来場者を増やすための提案を

含むような回答がみられ、他の生徒と協力し、互いの長所を認め合いながらブースを運営

し、参加者から感謝の声をかけていただいたことで、達成感や自己肯定感の向上、科学的

な知見を生かした地域との協働活動にもつながったと考えられる。 
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質問９ また奈良北高校に来て実験したいか

事後アンケートで 90%以上の肯定的な

回答が見られた質問は質問２－97％、質

問３－100％、質問４－92％、質問７－100

％、質問８－100%、質問９－100％の６項

目であった（右図）。参加児童は理科や

実験への興味はもともと高かったが、お

うち DE サイエンス実験会に参加するこ

とで実験への興味・関心がさらに高まっ

たことが推測された。

ＳＳＨ委員を対象にしたおうち DE サ

イエンス実験会事後アンケートの感想欄では「今回のようなことをする機会が自分にはほと

んどなかったので達成感もあった」、「子ども達にもっと理系を知って欲しい」、「子ども

達が喜んでいるのを見ると、やりがいがあって良かった」などの意見が見られた。おうち DE

サイエンス実験会において参加児童に実験を説明する経験を通して、科学の楽しさを共有し、

自己肯定感の向上がうかがえた。

 ⅡⅡ 「「奈奈良良北北ちちいいきき DDEEササイイエエンンスス」」 
 

１１ 仮仮説説 

  親子で参加できる実験会を通して、子どもには分かりやすく、大人には原理を説明するな

どの工夫をすることで、既存の知識や技能を整理・統合し、新しい知識として再構築するこ

とにつながる。加えて、科学的見地に立って論理的に考え、わかりやすく他者に伝える表現

力を身につけるとともに、科学の楽しさの共有や自己肯定感の向上にもつながる。

 

２２ 講講座座のの目目的的 

地域の小・中学生やその保護者が、科学に対する興味・関心を高めるきっかけを提供する

とともに、本校生徒の論理的に考え、系統立ててわかりやすく伝える表現力を養う。

３３ 方方法法

令和５年 10月 28日（土）、本校において地域の小・中学生対象の実験会「遊んで不思議？

実験教室」を開催した。実験会では、ＳＳＨ委員や科学部員、生徒会役員が中心となって、

説明のためのポスター等の準備から当日の運営までを担当した。

あわせて、保護者を対象に「サイエンスカフェ」として、生駒市内で※クラフトコーラの

開発に携わっている企業から講師を招き、講演会を実施した。

   ※本校も「いこまみんなで作るクラフトコーラ」プロジェクトに参加し、クラフトコー

ラのネーミングやラベルデザイン等に関わっている。

 

４４   内内容容 

   実験会では、「万華鏡を作ろう！」、「白黒写真の原理を知ろう！」、「日光写真を体

験しよう！」の３種類の実験ブースを設置し、参加者に体験してもらった。

－ 26 －
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  （上）生徒の作成したリーフレット 

 

（左）生徒が選んだリーフレット（20部） 

    を生駒市役所ロビーに展示 
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 ⅢⅢ いいここまま SSDDGGｓｓアアククシショョンンネネッットトワワーーククのの一一員員ととししてて 
 

１１ 仮仮説説 

本校は、令和４年度より生駒ＳＤＧｓアクションネットワークの一員として、生駒市が行

うＳＤＧｓの活動に参加している。令和４年度の活動は、生駒市のイベントに参加した生徒

に限られており、その学びを全体に広げる事が難しかった。そこで、本年度は、家庭基礎を

学習する普通科の１学年生徒全員を対象にＳＤＧｓの関心を高め、学び、その情報を発信で

きる力の育成を目指し、以下の仮説を立てた。

①自らの生活と社会問題とのつながりを創造する力の育成

企業のＣＳＲ活動に参加することで、ＳＤＧｓの問題が日本社会全体で取り組んでいる

ことを実感できる。生徒自身の食生活のあり方から食品ロス問題解決の糸口があることを

調理実習から理解することで、生活技術の向上や思考力が社会問題の解決につながる体験

ができる。

②地域への発信力の育成

今回の体験をもとに、リーフレットを作成し、生駒市民のみなさんの意識を高めるため

の活動を体験することで、地域連携における科学的なテーマでの発信力を高める。

 

２２ 講講座座のの目目的的 

① 食品ロス問題の解決方法を理解し、キーマカレーの調理実習通じて、食品の廃棄量を少

なくする切り方を考察し、実践、廃棄量の計量をする。この実践より、調理技術の向上と、

生活の工夫により、社会問題の解決につながることを理解する。

② 調理実習より感じたことを土台として、地域の方に食品ロス問題を考えてもらい、食品

の廃棄量を減らす取り組みを紹介するリーフレットを作成し、発信者として考察する。

３３ 方方法法 ４４   内内容容 

「食品ロス削減、まな板の上でできるＳＤＧｓ

ワンアクション」をされている貝印株式会社と生

駒市、生駒ＳＤＧｓアクションネットワークの一

員である本校が協働で実施した。食品ロス削減ア

ドバイザーであり、令和３年、消費者庁主催食品

ロス削減大賞で審査委員長賞を受賞された、島本

美由紀先生（有限会社「To Dear」取締役、一般社

団法人「食エコ研究所」代表理事）より食品ロス

問題について講義を受け、クイズに答えながら、

食品ロス問題の解決方法について考察する。

その後、キーマカレーの調理実習に入る前に、

食品廃棄を減らすための切り方を調べ、調理後に

実習によってでた食品の廃棄量を計量する。

 シシンンガガポポーールル 
実習後、自分たちの学びを生駒市民のみなさんに発信するためリーフレットを作成する。  

－ 28 －
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第第４４章章 科科学学技技術術人人材材育育成成にに関関すするる取取組組 
 
  ⅠⅠ  夏夏期期特特別別講講座座  
  

  夏期休業（の直前を含む）期間に、将来科学技術分野での活躍を目指す人材を育成するため、

様々な講座を開講している。本講座の参加希望については文理の枠を超え、数理情報科だけで

なく普通科の生徒（主に１・２年生）も募集している。その参加状況を明示するため、以下の

表で分類した。また、本校では以前より、科学分野以外の講座も多く実施していることに鑑み、

本取組の参考として『英語でアート』等についても記すこととした。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１１  仮仮説説  

    全ての教員が関わることにより、教科等横断的な視点で生徒が探究的に取り組む内容をサ

ポートしやすい環境ができる。また、必須ではなく自主的に学ぼうとする生徒の意欲を高め

られる講座を編成することにより、各特別講座の受講を通して、自然科学への興味・関心を

一層高め、科学的探究力が向上する。  

  

２２  講講座座のの目目的的  

各講座の目的は様々だが、全講座に共通する狙いは生徒の科学的探究力を向上させること

にある。それぞれの講座目的と併せて、その内容については【４４  内内容容】において記している。 
 

３３ 方方法法 

各講座は、講義形式のものも一部あるが、多くは AL 型の講座形式によって行われた。事

後のアンケートを通して、各講座の効果を検証した。  

  

４４      内内容容  

A）『流れは芸術だ！―流れが描く不思議模様と流体力学―』 

   肉眼では観察しにくい水や空気などの流体の動きを可視化し、その不思議な模様が得ら

れた理由を解説することを通して流体力学の不思議と面白さに接することにより、科学へ

の興味関心を高める。 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

A）北見工業大学 准教授 松村 昌典 先生     E) 奈良教育大学 教授 竹村 謙司 先生 

１年 文型 理型 数理 合計

Ａ 北見工業大学 7月5日 1 0 1 25 27

Ｅ 奈良教育大学 7月25日 1 0 1 24 26

Ｆ 奈良女子大学 7月25日 0 0 0 18 18

Ｍ ＮＡＩＳＴ バイオサイエンス領域 7月24日 1 0 0 5 6

Ｎ ＮＡＩＳＴ 情報科学領域 7月27日 0 0 3 5 8

Ｏ ＮＡＩＳＴ 物質創成科学領域 7月27日 0 0 0 10 10

Ｋ 奈良女子大学 7月28日 0 0 2 14 16

参加合計 3 0 7 101 111

講座担当大学 科目・分野・領域等 開催日
参 加 生 徒 数
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５５ 検検証証 

企業の方々やマスメディアで活躍されている講師、また市役所の方から専門的な講義を受

けることは、生徒にとって、問題に向かう気持ちが通常より高まると感じた。また、調理実

習は今までも行ってきたが、野菜の切り方を教えることはあっても、生徒自身に廃棄量を少

なくする切り方を考えさせることは、初めてであった。実際に切り方を考えるだけで、社会

問題を解決できる一歩となり得るということは、生徒にとって、身近な探究から地域の課題

解決にむけて取り組む意義を感じさせることができたと考える。

 

「細かく切ったら、加熱時間も短くできるよ」

「食べることができる部分は、しっかり食べき

ろう」「しっかり野菜のうまみが感じられて、

おいしくできるし、地球にも優しい調理は最高

だ」など、調理の先にある課題を意識する発言

がみられた。家庭でさっそくキーマカレーを作

った生徒や、家族に切り方を説明したと話す生

徒もいた。

リーフレット作成では、もう一度食品ロスに

ついて調べる作業があるため、講義内容をより

深められ、実践したことが生かされた内容にな

っているものが多かった。

 

６６ 課課題題  

  令和４年度より生駒ＳＤＧｓアクションネットワークの一員として、生駒市が行うＳＤＧ

ｓの活動に参加している。この活動によって、企業や地域の方々、大学機関と協働できる機

会が生まれている。この実践も貝印株式会社と生駒市の協力により実現することができた。

リーフレットの展示という形で地域への働きかけはできたが、実際に地域の方々と交流する

ことはできなかった。昨年度より生駒ＳＤＧｓアクションネットワークの一員として参加し

ている生駒市主催のイベント「くらしのブンカサイ」では、今年度、「サイエンスショー」

と「ＳＤＧs ○×クイズ」の企画ステージを行った。

「サイエンスショー」は、科学部の生徒がわかりやすく子どもたちに科学の不思議を紹介し、

「ＳＤＧs ○×クイズ」は、奈良教育大学のユネスコクラブの学生と一緒に台詞を考え、劇

をステージで行ったが、参加人数は、９名である。

今後、学校内だけの学びを地域につなぐ仕組みができることにより、多くの生徒が多世代

交流をすることができ、学びを生かすことが実現できると考える。
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